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経営成績（合算ベース）

2022年度決算ハイライト（⽶国拠点合算ベース*1）
外部環境

経営成績

*1: 合算ベースには、連結損益計算書の純営業収益、経常利益および当期純利益に連結対象会社でない⽶国みずほ証券等の⽶国拠点の純営業収益、経常利益および当期純利益（社内管理ベース）を単純合算しております
*2: 年度累計（経常利益）

− 年度初より、地政学リスクや利上げ懸念の⾼まり等を背景に株式市場は
低迷するも、⾦利ボラティリティは前年度⽐で⼤幅に拡⼤

− 年明け以降は、利上げ⼀服感も、3⽉に⼊り⾦融システム不安の顕在化
を受け、引き続きマーケットは不透明な状況に

年度では、投資銀⾏・リテールが苦戦するも、グローバルマーケッツが収益を
牽引し、3年連続で経常利益1,000億円を超える⽔準を確保

— グローバルマーケッツは、内外FICCで⾦利ボラティリティ拡⼤を背景とした
投資家フローを着実に捉え、好調に推移

— 発⾏市場の規模縮⼩や不安定な株式市場を背景に、投資銀⾏・
リテールは苦戦

4Qは、内外FICCの好調継続に加え、投資銀⾏で収益を積み上げ、
前四半期⽐増益

— 投資銀⾏では、⽶国でDCMが好調に推移したほか、国内ではM&A・
不動産関連で着実に案件収益化

— リテールは、お客さまの投資マインドの回復が乏しく苦戦

　経営成績 前四半期 21年度 22年度 前年同期
（単位︓百万円） 3Q 4Q 増減率 累計 累計 増減率
　（合算ベース）

　純営業収益 117,506 147,281 +25% 495,619 506,777 +2%

　経常利益 26,088 28,685 +10% 130,893 111,624 ▲ 15%

　当期純利益 20,591 10,277 ▲ 50% 101,500 79,862 ▲ 21%

22年度
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- 年度では、内外ともに発⾏量が⼤幅に減少した影響を受け、
DCM・ECMが苦戦

- 4Qは、⽶州では起債環境の改善に伴いDCMが好調に
推移、国内ではM&A・不動産関連で⼤型案件を収益化

– 年度を通じて、内外FICCで投資家フローを着実に捕捉し
収益を積み上げ、部⾨別の経常利益は過去最⾼*2

– 4Qは、内外でエクイティは苦戦するも、FICCは好調継続

- 年度初より、不透明な株式市場を背景にお客さまの投資
マインドが減退し、苦戦

- 4Qは、プライマリー案件の寄与もあり国内株式販売は増加
するも、その他のプロダクト販売は低調

事業部⾨別概要（⽶国拠点合算ベース*1）

︓ コーポレート＆インベストメントバンキングカンパニー
︓ グローバルコーポレート＆インベストメントバンキング

カンパニー
︓ グローバルマーケッツカンパニー
︓ リテール・事業法⼈カンパニー

CIBC
GCIBC

GMC
RBC

*1: 合算ベースには、連結損益計算書の純営業収益および経常利益に連結対象会社でない⽶国みずほ証券等の⽶国拠点の純営業収益および経常利益（社内管理ベース）を単純合算しております
*2: みずほインベスターズ証券と合併し、現在の業容となった2013年度以降で集計

（億円）
21年度 21年度 22年度

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 累計 累計
(a) （b） (c) (d) （e） （f）＝（e）-（d） (g) （h） （i）＝（h）-（g）

グローバル投資銀⾏
　　純営業収益　 279 162 206 170 310 +139 1,093 849 ▲ 243
　　販売費・⼀般管理費 179 130 161 128 175 +47 609 596 ▲ 13
　　経常利益 100 31 45 41 134 +92 483 253 ▲ 230

グローバル・マーケッツ
　　純営業収益　 602 741 776 696 887 +191 2,319 3,101 +782
　　販売費・⼀般管理費 512 494 525 469 568 +98 1,795 2,057 +261
　　経常利益 90 246 250 226 319 +92 523 1,044 +521

リテール・事業法⼈
　　純営業収益　 334 292 291 278 280 +1 1,640 1,143 ▲ 497
　　販売費・⼀般管理費 272 265 276 271 286 +14 1,190 1,100 ▲ 89
　　経常利益 62 27 14 6 ▲ 6 ▲ 13 449 42 ▲ 407

　純営業収益 1,164 1,174 1,245 1,175 1,472 +297 4,956 5,067 +111
　経常利益 191 302 265 260 286 +25 1,308 1,116 ▲ 192

22年度
YoYQoQ

CIBC
GCIBC

GMC

RBC
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事業部⾨別概要 〜グローバル投資銀⾏
主要リーグテーブル（2022/4/1-2023/3/31）

*1: 引受⾦額ベース、ローンチ⽇ベース サムライ債、地⽅債（主幹事⽅式）、優先出資証券を含み、
⾃社債除く 出所）Capital Eyeの情報を基に、みずほ証券にて作成

*2: ブックランナーベース、価格決定⽇ベース 新規公開株式、既公開株式、転換社債型新株予約権付社債
の合算（REIT含む） 出所）Refinitivの情報を基に、みずほ証券にて作成

*3: 取引⾦額ベース、⽇本企業関連、不動産案件除く 出所）Refinitivの情報を基に、みずほ証券にて作成
*4: 取引⾦額ベース、払込⽇ベース 出所）2023/4/17 10︓00時点のRefinitivの情報を基に、

みずほ証券にて作成（確定値公表前）
*5: 引受⾦額ベース、条件決定⽇ベース ⾃社債、証券化を除く（事業会社劣後債はユーティリティ含む）

出所）Capital Eyeの情報を基に、みずほ証券にて作成

主な案件（22年度 4Q）
DCM国内公募債総合*1 内外エクイティ総合*2

SDGs債*5

M&A公表案件*3 総合ABS主幹事（確定前）*4

M&A・その他アドバイザリー

ECM

■国内
劣後債サステナビリティボンド

－損害保険ジャパン、サントリーHD－⽇産⾃動⾞、東北⼤学
事業債サステナビリティ・リンク・ボンド

－丸紅、⽇本精⼯、JA三井リース－中央⽇本⼟地建物G、東洋紡
電⼒債グリーンボンド

－東北電⼒、東京電⼒パワーグリッド－⽇本製鉄、東急不動産HD
個⼈債トランジションボンド

－ソフトバンク、国際協⼒機構－東北電⼒
ソーシャルボンド
－⾸都⾼速道路、名古屋⾼速道路公社

■海外
サステナビリティ・リンク・ボンド事業債

－Teva Pharmaceutical－Amgen、AstraZeneca、IBM

■国内
－⽇本産業パートナーズによる東芝の公開買付け
－⽇⽴Astemoにおける資本構成の変更
－キヤノンメディカルシステムズによるミナリスメディカル社の買収

■海外
－JX⾦属の⼦会社によるSCM Minera Lumina Copper Chileの持分売却
－みずほリースによるインドRent αの株式の取得

■国内
REIT・INFRA/FOFO

－エネクス・インフラ、マリモ地⽅創⽣リート、－ゆうちょ銀⾏
コンフォリア・レジデンシャル、イオンリート、IPO
東海道リート、タカラレーベン不動産、－ハルメクHD、カバー、Arent、ビズメイツ、
産業ファンド、CREロジスティクスファンドココルポート、ノバシステム、AnyMindGroup

■海外
FOCB

－London Stock Exchange －Liberty Broadband、
Rivian Automotive

事業会社劣後債*5

順位 会社名 件数
（件）

取引⾦額
（億円）

1 野村證券 82 44,699

2 JPモルガン 16 39,329

3 UBS 14 39,169

4 みずほフィナンシャルグループ 115 34,723

5 三菱UFJモルガン･スタンレー証券 39 30,427

順位 会社名 件数
（件）

取引⾦額
（億円）

1 みずほフィナンシャルグループ 159 11,467

2 三菱UFJフィナンシャル・グループ 31 4,873

3 三井住友トラスト・ホールディングス 34 3,926

4 ⼤和証券グループ本社 13 3,541

5 モルガン･スタンレー 10 3,126

順位 会社名 引受⾦額
（億円）

シェア
（%）

1 みずほ証券 40,539 24.6

2 野村證券 36,982 22.5

3 ⼤和証券 35,067 21.3

4 三菱UFJモルガン･スタンレー証券 24,512 14.9

5 SMBC⽇興証券 13,015 7.9

順位 会社名 取引⾦額
（億円）

シェア
（%）

1 野村ホールディングス 6,018 24.9

2 ⼤和証券グループ本社 4,149 17.2

3 モルガン･スタンレー 4,080 16.9

4 みずほフィナンシャルグループ 3,019 12.5

5 ゴールドマン･サックス 2,433 10.1

順位 会社名 引受⾦額
（億円）

シェア
（%）

1 みずほ証券 11,397 25.9

2 ⼤和証券 10,514 23.9

3 野村證券 9,860 22.4

4 三菱UFJモルガン･スタンレー証券 7,470 17.0

5 SMBC⽇興証券 2,977 6.8

順位 会社名 引受⾦額
（億円）

シェア
（%）

1 みずほ証券 3,755 62.4

2 野村證券 915 15.2

3 ⼤和証券 691 11.5

4 三菱UFJモルガン･スタンレー証券 542 9.0

5 ゴールドマン･サックス 50 0.8
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資産導⼊

*1: みずほインベスターズ証券と合併し、現在の業容となった2013年度以降で集計 *2: 安定収益⽐率は、リテール・事業法⼈部⾨の安定収益（投資信託代⾏⼿数料・保険代⾏⼿数料・ファンドラップ関連収益）÷経費より算出
*3: 銀⾏や証券会社等が、投資信託の販売において「顧客本位の業務運営」を⾏っているか、その取組⽅針や取組状況を依頼に基づき、中⽴的な第三者の⽴場から評価するもの

資産導⼊
‒ 1兆8,800億円の流⼊超過。2013年度1Q*1以降、流⼊超過が継続
‒ 2⽉単⽉の資産導⼊は、1兆5,463億円で過去最⾼*1

公募株式投資信託・ラップ
‒ 「⻑期・分散・継続」を軸とした総合資産コンサルティングの継続により、

公募株式投資信託・ラップ純増は520億円の流⼊超過となり、
2019年度1Q以降、流⼊超過が継続

安定収益⽐率*2

お客さまサービスに係る外部評価取得
‒ 「R&I 顧客本位の投信販売会社評価」*3 において、3年連続『S+』を

取得

22年度21年度20年度
4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

26％27%27％29％30％32%30%27%23%24%21%18%

第4四半期の概況資産導⼊

公募株式投資信託・ラップ 残⾼・純増
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（⼗億円）(兆円) 株投・ラップ残⾼(左軸) 株投・ラップ純増額(右軸)

20年度
3,100

21年度
1,044

22年度
2,337

事業部⾨別概要 〜リテール・事業法⼈
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海外拠点別経常利益

海外拠点別経常利益*1

第4四半期の概況
⽶州
− 年度を通して、FICCが収益を牽引し、拠点別の経常利益は

過去最⾼*2

− 4Qは、FICCの好調継続に加え、起債市場の回復を背景に
DCM案件を着実に収益化

欧州
− 年度では⾚字ながら、2Q以降はFICCで適切なポジション運営が

奏功し収⽀改善、4Qはプライマリー案件でも収益積上げ

アジア
− 4Qは、⾦融システム不安を背景にクレジットで苦戦するも、

年度では⿊字を確保

*1:内部取引控除前の社内管理ベースの計数となっております。なお、⽶州の経常利益は、連結対象会社でない⽶国みずほ証券等の⽶国拠点の計数となっております
*2: みずほインベスターズ証券と合併し、現在の業容となった2013年度以降で集計
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サステナブル・ファイナンスにおける実績・評価

サステナビリティへの取り組み

• 環境省、REFINITIV、RIEF*2は3年連続、Environmental 
Financeの「Award for Innovation-use of proceeds
（green bond）」は、⽇系⾦融機関として初の受賞

環境省 REFINITIV RIEF*2

Sustainable 
Finance 
House of 
the Year銀賞

⾦融サービス部⾨
（証券部⾨）

Environmental
Finance

優秀賞

2022年度トピックス

22年度主要案件

*1: ストラクチャリング・エージェント︓フレームワーク策定および第三者評価（セカンド・パーティ・オピニオン等）取得の助⾔等を通じてサステナブル・ファイナンスの発⾏⽀援を⾏うもの
*2: ⼀般社団法⼈環境⾦融研究機構（Research Institute for Environmental Finance）
*3: 遠隔地の太陽光発電設備で発電した電気を、送配電事業者の送配電設備を利⽤し、⾃社施設または⾃社グループの施設へ送電すること

• SDGs債発⾏額が拡⼤する中、発⾏体・投資家層を拡げ、
サステナブル・ファイナンス市場を牽引

概要発⾏体等

国内国⽴⼤学初のサステナビリティボンド発⾏⼤阪⼤学

国内初のトランジション・ハイブリッドボンド発⾏東京ガス

国内初・事業会社として世界初のブルーボンド
発⾏マルハニチロ

グリーンエクイティとしての新規投資⼝発⾏
及び投資⼝売出し

ジャパン・インフラファンド
投資法⼈

英国BP社との洋上⾵⼒開発に関する
パートナーシップ契約締結のアドバイザー丸紅

⾃⼰託送*3⽅式による低圧・分散型太陽光
発電事業のプロジェクトボンド組成イオンモール・エコスタイル

国内SDGs債
引受⾦額・シェア

2019～2022年度

4年連続

第1位

4年連続

第1位
2020～2022年度

3年連続

第1位

3年連続

第1位

国内SDGs債
SA*1就任件数

グローバルSDGs債
引受⾦額・シェア

• 数々の国内初・業界初、または先進的・波及的なサステナブル・
ファイナンス案件への取り組みとともに、多⾓的なアドバイザリー
領域へも展開

2022年度

過去最⾼位

第3位

過去最⾼位

第3位
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FY18 FY19 FY20 FY21 FY22

⽶州ビジネスの成⻑ コンサルティング⼒強化への取り組み

*1: Corporate Investment Banking *2: 引受⾦額/条件決定⽇ベース、⾃社債、証券化を除く 出所）Dealogic *3: 引受⾦額/条件決定⽇ベース、⾃社債、証券化を除く 出所）Dealogic
*4: プライベートエクイティファンド等が資⾦調達を⾏う際、当該ファンドに出資するLP出資について投資家の招聘を⾏う「プレイスメントエージェント業務」に特化した企業。⽶国ダラスに本社を置き、2001年設⽴
*5: 銀⾏や証券会社等が、投資信託の販売において「顧客本位の業務運営」を⾏っているか、その取組⽅針や取組状況を依頼に基づき、中⽴的な第三者の⽴場から評価するもの
*6: 2009年10⽉1⽇に発⾜し、ユーザー、ベンダー、アカデミーらが協⼒しながら、⽇本における「顧客中⼼主義経営」<Customer Centric Relationship Management（CCRM）のあるべき真の姿を研究・追求し、これを

推進すべく、2000年4⽉より発⾜していたCRM協議会の活動を引き継いでいるオープンでノンプロフィットの会員組織です
*7: 顧客視点で卓越したサービスを提供していることの証明である「三つ星」センターを対象に、HDIサポートセンター国際認定に基づく審査を受け、認定されるもの

• CIB*1戦略の下、プライマリーとセカンダリーの両輪を強化。
プロダクツ多様化とプレゼンス向上により、環境変化への耐性も
備えたビジネスに成⻑

実績

シェア
（％）

引受⾦額
（$M）会社名順位

10.452,906B of A1
10.050,856JPM2
8.241,385Citi3
5.326,696Mizuho7
5.226,324Morgan Stanley8
3.819,162MUFG10
2.412,288SMFG15

⽶国IG Corp USD債 リーグテーブル*3

（2022/4/1〜2023/3/31）
⽶州の経常利益推移

88

734（単位︓$M）

プライマリー部⾨

• ⽶国USD債リーグテーブル*2でTop10の地位を確⽴
– IG Corp USD債は3年連続⽇系⾦融機関⾸位*3

• Capstone Partners*4買収によるスポンサービジネス
の強化

プライマリー

セカンダリー
• デリバティブ基盤強化による収益拡⼤
• チーム採⽤による証券化商品ビジネスの強化

2022年度トピックス

• 「R&I顧客本位の投信
販売会社評価」*5において、
3年連続 「S＋」を取得

顧客視点のサービス提供

顧客本位の業務運営

• ⼀般社団法⼈CRM協議会*6

「CRMベストプラクティス賞」を
6年連続受賞

• 受賞モデル名
「AI⾳声顧客応対モデル」

デジタル・AI活⽤により多様化する顧客ニーズに対応

• HDI「問い合わせ窓⼝/Web
サポート」にて2年連続
「五つ星認証*7」を取得



Appendix
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⽶国拠点合算データ（P/L推移）*

* 合算ベースには、連結損益計算書の純営業収益、経常利益および当期純利益に連結対象会社でない⽶国みずほ証券等の⽶国拠点の純営業収益、経常利益および当期純利益（社内管理ベース）を単純合算 しております

（百万円）
22年度21年度

4Q3Q2Q1Q1Q-4Q4Q3Q2Q1Q1Q-4Q

147,281 117,506 124,551 117,437 506,777 116,441 124,886 129,697 124,593 495,619 純営業収益
28,685 26,088 26,581 30,269 111,624 19,164 33,072 39,602 39,054 130,893 経常利益
10,277 20,591 17,076 31,917 79,862 11,591 28,752 31,031 30,124 101,500 当期純利益

（参考）
20年度

4Q3Q2Q1Q1Q-4Q

133,874132,765122,033126,131514,806純営業収益
32,73142,91537,74744,585157,978経常利益
17,47940,87129,92733,426121,706当期純利益
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連結データ（P/L推移）
（百万円）

22年度21年度
4Q3Q2Q1Q1Q-4Q4Q3Q2Q1Q1Q-4Q

124,48599,856113,01087,625424,97791,80296,261113,93699,438401,439営業収益
45,34639,93239,71236,093161,08445,75357,00052,72453,348208,827受⼊⼿数料
8,0006,7707,3957,57929,7468,0448,7778,3427,64632,810委託⼿数料
7,5376,4676,9947,19228,1927,5588,4247,8607,26731,110株券

3581942782441,0743322223572441,156債券
7,9789,1436,5645,33829,0247,18914,15913,26210,56645,176引受･売出⼿数料*
4,2712,6211,6216939,2072,2978,0784,9993,41518,790株券
3,4926,4994,8184,56419,3744,7806,0588,1927,02226,053債券
8,5416,2526,7778,10929,68111,06814,39412,43918,14156,044募集･売出⼿数料*
4,1474,2114,9506,53319,8437,7019,6457,46613,64038,453投資信託

20,82517,76518,97415,06672,63319,45119,66918,67916,99474,795その他の受⼊⼿数料
6,4576,4336,7246,53926,1547,0018,3388,2837,71031,333投資信託

12,3598,83510,3986,22437,81710,0618,2958,2306,65333,241その他（株券、債券除く）
22,62222,57723,55223,31192,06318,26720,18935,00629,350102,813トレーディング損益
8,936▲ 6,40911,910▲ 1,52812,90914,17627,02521,1704,47766,850株券等

13,68628,98711,64124,83979,1544,091▲ 6,83613,83624,87235,963債券等・その他
▲ 5631,556491,1162,159▲ 22808▲ 1,081▲ 16▲ 312営業有価証券等損益
57,07835,79049,69527,104169,66927,80318,26327,28616,75690,110⾦融収益
48,63432,92040,31922,485144,36020,70111,76521,27212,08565,825⾦融費⽤
75,85066,93672,69065,139280,61671,10184,49692,66387,353335,614純営業収益
73,65663,80365,95160,580263,99265,13067,76768,57064,897266,365販売費･⼀般管理費
2,1933,1326,7384,55816,6245,97016,72924,09222,45669,248営業利益

7651431,0811,0313,0212,4521,4153417774,986営業外収益
3,5251,0737826436,0247453821,0125322,673営業外費⽤

▲ 5652,2027,0374,94613,6207,67817,76123,42122,70071,562経常利益
5,1143,786240619,2022,670316496303,512特別利益

34,8562,5996,7982,09046,3446,8611,3881,33597910,565特別損失
▲ 9,9253,27795612,1866,4942,42316,77218,53117,25554,982純利益

* 「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の⼿数料」は「引受・売出⼿数料」、「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱⼿数料」は「募集・売出⼿数料」と表記しております
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連結データ（受⼊⼿数料及び販売費・⼀般管理費の内訳）

* 1: 「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の⼿数料」は「引受・売出⼿数料」と表記しております
* 2: 「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱⼿数料」は「募集・売出⼿数料」と表記しております

（億円）

YoY YTDQoQ 
22年度

YTD
21年度販売費・⼀般管理費 4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

▲ 14450+16122105114107465111112133108取引関係費
▲ 961,166+403202793012651,262310322323307⼈件費
+76339+09089857326269675966不動産関係費
+11333+2310076768032183847974事務費

▲ 12246+16563645325958656668減価償却費
+10102+14372217259118262224その他

▲ 232,639+987366386596052,663651677685648販売費・⼀般管理費合計

（億円）

YoYYTDQoQ 22年度YTD21年度受⼊⼿数料 4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q
▲ 170432+2713110410392602114197165126株券
▲ 29281+107564697131175847872委託⼿数料
▲ 9592+16422616618722804934引受・売出⼿数料*1

▲ 368▲ 0115144114217募集・売出⼿数料*2

▲ 949+0121212125914171511その他の受⼊⼿数料
▲ 114318▲ 128295687143388102118123債券

▲ 010+13122113232委託⼿数料
▲ 66193▲ 303464484526047608170引受・売出⼿数料*1

▲ 4077+203616111311827272636募集・売出⼿数料*2

▲ 636▲ 571261043912614その他の受⼊⼿数料
▲ 238464▲ 0107107117132703148181158214投資信託

▲ 04▲ 0111151111委託⼿数料
▲ 186198▲ 041424965384779674136募集・売出⼿数料*2

▲ 51261+06464676531370838277代⾏⼿数料
+46395+401319110764348106888468その他
+79+1321120000保険販売等⼿数料
+539▲ 09999339977ラップ⼝座⼿数料

▲ 12110▲ 03334261512344253021M&A関連⼿数料
+24125+274619421710122282821ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｧｲﾅﾝｽ関連⼿数料
+023▲ 06656236655コンサルタント⼿数料

+2187+12321921146522181112その他の受⼊⼿数料
▲ 4771,610+544533993973602,088457570527533受⼊⼿数料合計
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バランスシート(連結) ⾃⼰資本規制⽐率（連結）

⾃⼰資本規制⽐率（単体）

バランスシートの状況

（億円）
2022年
12⽉末 12⽉末

資産の部 負債の部
流動資産 231,037 189,378 流動負債 213,287 170,488

現⾦・預⾦ 9,239 10,898 トレーディング商品 138,074 93,332
トレーディング商品 143,440 101,386 有価証券担保借⼊⾦ 43,344 47,894
営業有価証券等 918 911 短期借⼊⾦ 9,443 11,067
有価証券担保貸付⾦ 61,810 64,241 CP 4,740 4,360

固定資産 3,200 3,026 固定負債 14,421 14,846
有形固定資産 265 250 社債 7,633 7,296
無形固定資産 863 563 ⻑期借⼊⾦ 6,475 7,241
投資その他の資産 2,070 2,211 負債合計 227,740 185,368
　うち投資有価証券 1,260 1,201 純資産の部

株主資本 6,623 7,103
その他の包括利益累計額 ▲ 174 ▲ 117
⾮⽀配株主持分 49 50

純資産合計 6,497 7,036

資産合計 234,238 192,404 負債純資産合計 234,238 192,404

2023年 2022年 2023年
3⽉末 3⽉末

279.0
263.2

286.6
304.8

265.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

22/3末 22/6末 22/9末 22/12末 23/3末

（％）

269.4 259.8
283.2 289.1

306.6

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

22/3末 22/6末 22/9末 22/12末 23/3末

（％）
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単体データ（P/L推移）

* 「引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の⼿数料」は「引受・売出⼿数料」、「募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱⼿数料」は「募集・売出⼿数料」と表記しております

（百万円）
22年度21年度

4Q3Q2Q1Q1Q-4Q4Q3Q2Q1Q1Q-4Q

101,73085,121103,54981,977372,37986,20092,323109,61792,363380,505営業収益
39,04236,52234,99132,563143,11840,10151,29145,33746,903183,633受⼊⼿数料
6,2785,6345,8865,98823,7886,1327,2426,7936,13226,300委託⼿数料
6,1135,4885,7365,81723,1555,9527,0836,6445,97925,660株券

603727281532628251797債券
7,3708,8465,6534,81326,6846,49912,57010,4269,06638,562引受･売出⼿数料*
4,1762,5261,1516668,5202,1426,5764,0773,00815,804株券
2,9796,2974,3774,06717,7224,2465,9716,2785,92922,425債券
5,3705,0445,4837,16923,0668,61610,7428,08914,26141,710募集･売出⼿数料*
4,1474,2114,9506,53319,8437,7019,6457,46613,64038,453投資信託

20,02216,99717,96714,59169,57818,85120,73620,02817,44277,058その他の受⼊⼿数料
6,4576,4336,7246,53926,1547,0018,3388,2837,71031,333投資信託
9,7927,1068,4934,76030,1538,1776,9967,1465,65627,977その他（株券、債券除く）

20,22920,68523,02926,70490,64820,39429,68041,71731,969123,761トレーディング損益
9,093▲ 6,37411,884▲ 1,51813,08414,16227,73220,4944,18866,577株券等

11,13627,06011,14528,22277,5646,2321,94821,22227,78157,183債券等・その他
▲ 1394144984311,204▲ 765▲ 306▲ 1,78222▲ 2,831営業有価証券等損益
42,59927,49945,03022,278137,40626,47011,65724,34613,46875,942⾦融収益
37,65727,30436,96018,521120,44416,7858,74619,0998,98153,612⾦融費⽤
64,07357,81766,58863,455251,93469,41483,57790,51883,382326,892純営業収益
60,72755,53258,94755,118230,32658,52363,89967,34062,203251,967販売費･⼀般管理費
3,3452,2847,6418,33721,60810,89019,67723,17721,17974,924営業利益

8317545028642,9527371,0673611,2713,437営業外収益
12630363522766204163506営業外費⽤

4,0513,0088,1079,16524,33311,56120,72423,12222,44777,855経常利益
15,2113,7862406119,3002,670340697303,738特別利益
32,2552,6006,8952,27544,0266,8141,5221,31897210,627特別損失
2,0673,7222,20416,30224,2974,79220,00518,57917,08160,459純利益
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単体データ（商品販売、⼝座数）

* 「株式引受・売出販売額」、「外国債券販売額」、「国内債券販売額」、「株式投信販売額」はリテール・事業法⼈部⾨の計数を記載しております

（⼗億円）

22年度21年度
4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

17732125152415745株式引受・売出販売額*

188151226179214211307238外国債券販売額*

177251125226211123217215国内債券販売額*

151152166232271347271497株式投信販売額*

（千⼝座）

23/3末22/12末22/9末22/6末22/3末21/12末21/9末21/6末

1,776 1,805 1,800 1,864 1,861 1,856 1,854 1,844 証券総合⼝座数
1,380 1,389 1,380 1,380 1,377 1,371 1,364 1,356 うちみずほ証券ネット倶楽部⼝座数

20 19 14 15 14 18 18 19 新規登録⼝座数（リテール・事業法⼈部⾨）
277 277 277 276 277 352 353 353 NISA⼝座開設数

22年度21年度
4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

62.4%62.0%62.5%67.0%67.1%67.1%66.4%66.4%みずほ証券ネット倶楽部件数⽐率（株式）
29.1%32.4%29.2%28.1%28.5%31.3%30.3%28.1%みずほ証券ネット倶楽部⾦額⽐率（株式）
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単体データ（マーケットシェア、預かり資産）
（⼗億円）

22年度21年度
4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

13,60018,78315,34117,41213,93815,16514,14011,537合計株券売買⾼（⾦額）
5,7027,8276,9007,6695,7236,9836,9124,523⾃⼰
7,89810,9568,4409,7428,2158,1817,2287,014委託

2.87%3.89%3.46%3.63%2.77%2.89%2.91%2.68%東証売買代⾦シェア

18642166282548054株券引受⾼（⾦額）
1,2202,0641,6761,7031,3301,8691,7101,822債券

2816934269927811669株券募集・売出取扱⾼（⾦額）
8821,4831,2331,2681,0811,1781,1371,492債券

1,3611,0631,1061,2841,3501,6701,5071,757投信

（⼗億円）

23/3末22/12末22/9末22/6末22/3末21/12末21/9末21/6末

50,22047,86047,40348,52051,46953,99853,99652,441全社預かり資産
29,89028,27327,67127,39929,42931,41831,40729,791株式
12,98712,73312,70913,80113,85513,95114,07614,007債券
6,7806,2286,3956,6027,3427,8837,7217,849投信

561624626716841744791792その他

45,36644,58744,09443,97046,48747,26948,63347,226リテール・事業法⼈部⾨預かり資産
25,81025,73125,10824,81026,68926,79328,14026,703株式
12,63812,45612,45112,50212,29612,47912,65112,579債券
6,6436,1266,2706,4067,1627,6997,5407,662投信
1,8801941639969474197302資産導⼊額（リテール・事業法⼈部⾨）
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従業員数、拠点数

* 従業員数および拠点数には⽶国みずほ証券（ 21/6末︓989名、 21/9末︓1,047名、 21/12末︓1,079名、 22/3末︓926名、 22/6末︓925名、 22/9末︓1,011名、 22/12末︓1,032名、 23/3末︓941名）
も含んでおります

（名、拠点）

23/3末22/12末22/9末22/6末22/3末21/12末21/9末21/6末

8,942 9,160 9,217 9,257 9,106 9,422 9,486 9,518 連結従業員数
6,864 6,985 7,096 7,221 7,094 7,233 7,336 7,427 みずほ証券単体

242 262 258 264 268 273 275 283 その他国内会社
1,836 1,913 1,863 1,772 1,744 1,916 1,875 1,808 海外現地法⼈

236 239 240 240 240 242 247 247 拠点数
225 229 230 230 230 232 237 237 国内
11 10 10 10 10 10 10 10 海外（駐在員事務所＋現地法⼈）


